
発災時の行動発災時の行動
　地震が発生した後は、自分の命を守るため、
適切な行動をとらなければなりません。しか
し、被害を目の当たりにすると、瞬時に判断
し、行動することは難しいです。
　発災後、パニックにならずに適切に判断する
ためには、事前の準備とシミュレーションが重
要です。

「避難所」か「在宅避難」か？「避難所」か「在宅避難」か？

枕元に避難グッズ（厚手の靴下やスリッパ、懐
中電灯など）を準備しておく。
足元に注意。割れた窓や照明器具の破片に気を
付ける。
運転中に地震が起きたら、路肩に停車して、連
絡先を見えるところに貼り、徒歩で避難する。
スーパーやデパートでは、ショーケースなどの
割れやすいものから離れる。
海岸では、津波などの発生を想定して、安全な
高台や避難地を目指す。
狭い路地やブロック塀に注意。ブロック塀や自
動販売機は転倒の恐れがある。
地域ぐるみで協力し合って応急救援の体制を構
築する。
山崩れ、がけ崩れに注意。居住地の自然環境を
把握して二次災害防止の心がけを。
マイカーでの避難は危険なうえ緊急車両の障害
になりえるため、避難は徒歩で行う。
正しい情報を聞く。間違った情報に惑わされず、
的確な行動をする。
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地震時の心得10ヶ条地震時の心得10ヶ条地震時の心得10ヶ条地震時の心得10ヶ条

避難の前にすべきこと避難の前にすべきこと
　二次災害を防止するため、避難する前に自宅ですべきこと
を確認しておきましょう。

空き巣や、火災
の延焼を防ぐた
め家の戸締りを
忘れない。

忘れずに、ガス・
水道の元栓を閉
める。

壊れたり倒れた電化製品
に通電して火災が発生す
ることを防ぐため、電気
のブレーカーを落とす。

探しに来た人に無事を
伝えられるように、玄
関に「全員無事です」
といったメモを貼る。

メモ

感震ブレーカーの活用も感震ブレーカーの活用も
ご検討くださいご検討ください

　感震ブレーカーは、地震の揺
れを感知したときに、ブレーカ
ーやコンセントなどの電気を自
動的に止める器具です。
　分電盤に取り付けるタイプや
コンセントタイプ、簡易タイプ
などがあるので、ご自宅の状況
に合わせて設置できます。

■自宅が無事なら「在宅避難」を
　被災後、生活するにあたり自宅が無事であれば
「在宅避難」をしましょう。
　「在宅避難」をするためには備蓄食料や簡易トイ
レ等の生活必需品が必要となりますので備蓄し
ましょう。生活に必要な備蓄品は最低でも３日分、
できれば１週間分以上備えると良いです。
　また、「在宅避難」の方も「避難所」で支援物資を
受け取ることができます。
　もし、「在宅避難」ができない場合は「避難所」へ
行きましょう。「在宅避難」をしていても、自宅の倒
壊などの危険を感じたら、「避難所」などに避難し
てください。
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　情報　情報　情報
令和５年度実施
家庭用 LED照明器具買替支援補助金の実績報告

問合先　ゼロカーボンシティ推進室（☎ 39‐ 5574）

　本市では二酸化炭素排出量の削減とエネルギー価格高
騰の影響を受けた市民の電気料金の負担軽減を目的とし
て、R5/7/1 から R6/2/29 までの間に、市内販売店で
購入・設置した LED照明器具と LED電球の購入設置費
用の 2/3（３万円を上限）を補助する事業を行いました。

　今回の補助金を市民の皆さんにご活用いただき、LED
化したことにより、年間約250t の二酸化炭素排出量の
削減が見込まれます。

　これは約28,000 本の杉の木が１年間に吸収する二酸
化炭素の量に値し、また消費電力削減量は 133 世帯が
１年間に使用する電力量に相当します。

　これらの取組は家庭における電力使用量が減ることで、
二酸化炭素の排出量が削減され、地球温暖化防止にも寄
与します。

　今後も、尾張地域で初の SDGs 未来都市
として、市民の皆さんとともにさまざまな
取組を進めながら、カーボンニュートラル
の実現に向けて取り組んでいきます。

設置数・年間削減見込量
シーリング設置数 8,128 基
電球設置数 2,191 個
消費電力削減量 556,874 kWh
電気料金削減額 17,263,502 円

二酸化炭素排出削減量 249,997 ㎏

◆補助金実績 多くの方にご利用いただき、
3,215件、70,508,200円の
補助金を交付しました。

　再生可能エネルギーや省エネルギー型機器の導入を
積極的に支援するため、市内の住宅等に住宅用地球温
暖化対策設備を設置する方に、設置費の一部を補助し
ます。

・蓄電池
・燃料電池
・ZEH
などの設備が補助対象▲詳しくはこちら

令和令和66年度年度
地球温暖化対策設備設置費補助金地球温暖化対策設備設置費補助金のお知らせのお知らせ

▼詳しくはこちら

市内岩崎地内の菜の花畑で「菜の花フェスティバル」
が開かれ、親子連れなど約 300人が訪れました。
これは、こまき環境市民会議が主催、市が共催し、
小牧市女性の会が企画運営を行っている催しです。
菜の花畑の周りには、お絵描きスペースやストラッ
クアウトのほか、みたらしだんごの販売や菜の花すい
とんの無料配布を行いました。

3/30 春の訪れを感じました

　小牧小学校通学路にて、小牧警察署と児童とともに通
学路点検を実施しました。
　本市では、児童の登下校時の安全確保を目的として、
市内小学校の通学路を中心に100台の通学路防犯カメラ
を運用しています。令和6年度より、更なる登下校時の
安全確保を図るため、新たに100台の通学路防犯カメラ
を増設し、運用を開始しました。
　通学路点検では、小牧警察署が委嘱している小牧小学
校防犯少年団員と協力し、通学路防犯カメラの設置場所
の確認や見守り活動を行いました。

3/22 安全・安心の通学路へ

動画はこちら▶

Photo
    News    
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自治体経営改革推進計画
（令和５年度～８年度）を策定しました

問合先　行政改革課（☎ 76‐1156）

　小牧市の行政改革は、「市民と行政の協働によるまちづくり」、「行政サービスの利便性・
質の向上」、「効果的・効率的な行政運営の推進」、「健全財政の維持に向けた取組」により、
市民の皆さんから信頼される市政運営を持続的に推進しています。
　1月 23 日に開催した小牧市行政改革推進懇談会で委員の皆さんからいただいた意見も
踏まえながら、自治体経営改革推進計画を策定しました。その主な内容をご紹介します。

市民と行政の協働によるまちづくり市民と行政の協働によるまちづくり市民と行政の協働によるまちづくり市民と行政の協働によるまちづくり

協働によるまちづくりの環境を充実します
こまき市民交流テラス「ワクティブこまき」
における支援体制の強化
団体の活動場所へ出向いて助言や支援を行うア
ウトリーチ事業など相談・助言機能の強化を図
りつつ、市民活動の認知度向上、団体同士の情
報共有や連携の場づくりに取り組むとともに、
新たな担い手の育成に注力していきます。

利便性の高い市民サービスを提供します
オンライン手続きの拡充やプッシュ型行政
サービスの導入
キャッシュレス決済を伴うオンライン申請の開
始や、プッシュ型行政サービス（一人ひとりに
合った行政機関などからのお知らせを表示する
機能）の検討を行い、導入を目指していきます。

地域コミュニティ活動を推進します
区長事務の負担軽減
区長連絡網アプリの活用など、デジタル化の推
進を図るとともに、区長による申請書類の電子
化を進めていきます。

情報共有を推進します
スマホ教室などの開催
デジタルデバイド（情報格差）の解消に向け、
さまざまな開催形式のスマホ教室等（集合型教
室、個別相談会、ふらっとスマホ相談会、出張
型スマホ教室）を実施します。

行政サービスの利便性・質の向上行政サービスの利便性・質の向上行政サービスの利便性・質の向上行政サービスの利便性・質の向上

民間活力の活用や連携を推進します
課題提案型実証事業の推進
デジタルを活用して課題解決に取り組むテーマ
を選定し、その解決アイデアを事業者に募集す
ることで、優れたアイデアを有する事業者とと
もに実証実験を実施していきます。

▲行政改革推進懇談会
　議事録はこちら

★★　情報　情報　情報
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行政を取り巻く環境に即した人材マネジメン
トと組織体制の整備を行います
ワーク・ライフ・バランスの推進
勤務間インターバル制度の実施や、男性の育児
休業等の取得率の向上などの環境整備を行うと
ともに、職員の健
康維持増進に関す
る指針の作成を行
います。

内部統制の啓発を行います
信頼される市民サービスの提供
内部統制制度の必要な見直しと改善を重ねるこ
とで、より適正な事務の執行を図り、信頼に足
る市民サービスの安定的、持続的、効率的かつ
効果的な提供を目指します。

事業効果の高い施策形成に取り組みます
行政評価制度の推進
限られた経営資源のもと、効率的・効果的な行
政運営を行うために、事務事業評価と施策評価
の客観性を高めて実施し、事業の選択と集中を
行っていきます。

業務の改善・効率化を推進します
フリーアドレスの導入
フリーアドレスを導入することで、電子決裁や
ペーパーレス化を推進します。
さらに、職員が個人で保存しているマニュアル
などの電子化や
共有化を行い、
業務の効率化を
図ります。

受益者負担の適正化と歳入確保の強化を推進します
自主財源の確保・充実（こまき応援寄附金など）
こまき応援寄附金のお礼の品やふるさと納税ポータルサイトの数を拡大していくなど、寄附者の利便性
向上や寄附促進を行い、寄附額の確保に向けた取組を継続、強化していきます。
また、自主財源確保のため、新たな財源確保の検討を進めていきます。

歳出の削減と合理化を推進します
経常的経費の削減
コスト意識の徹底と費用対効果の
検証を行い、行政評価と連動し、
徹底した改善・見直しを行うことにより、経常
的な経費の節減を行います。

健全で計画的な財政運営を推進します
基金や市債の計画的な活用
中・長期的な視点から基金や市債のバランスの
とれた活用を行い、世代間の負担が偏ることの
ないよう、適切な基金および市債の活用に努め
ます。

計画的な公共ファシリティマネジメントを推進します
公共施設適正配置計画の見直し
小牧市公共施設適正配置計画に基づいた施設の配置や総量の適正化を
進めるとともに、新たな小牧市公共施設適正配置計画の策定に向けた
準備を進めます。

◀計画の詳細は
　こちら
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